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• 大手移動通信事業者モバイルネットワーク向け仮想化ソリューションの
納品、住友商事が実施するローカル５Ｇを活用した実証実験への参画な
ど新規事業が実を結びつつある。

• ここ数年のトレンドであるエンタープライズ向け製品（VOICEMARK）
販売伸長が継続。一方でセキュリティ診断案件は一旦ピークアウト。

売上高 13億31百万円（前年同期比14.7%増）

営業損失 3億12百万円（前年同期は営業損失2億69百万円）

今期も下期偏重傾向（2Q受注残が前年同期比85.9％増）

• 主に子会社事業の拡大により粗利益は改善するも、グループの事業拡大
に伴うソフトウエア償却費増を含む先行投資によるコスト増により営業
損失は前年同期比で拡大。

• １Ｑで受注した大手通信事業者向け大型案件、VOICEMARK製品の受
注等により２Ｑ受注残が大幅に拡大。

• 今回の大型案件の大半は４Ｑとなる等、期末に販売が集中することか
ら、今期も3Qまでの収益水準は低くなる見通し。

2020年3月期 2Q連結業績のポイント
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2020年3月期 2Q連結売上高の状況

• 子会社による自社グループ製品・保守サービス等の販売伸長が増収に寄与。

• 本体では新規事業であるクラウドPBX、モバイル及び５G関連案件が伸びるものの、物
販等が低迷。音声認識関連も今後期待。

• セキュリティコンサルはピークアウトするも、通期ではある程度回復の見込み
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2020年3月期 2Q連結営業損失の状況

• エンタープライズ事業の子会社への統合効果もあり、単体において利益が低下したこ
ととグループ全体の固定費増加がネガティブに作用。

• 子会社の利益増及び、年度末にかけて検収予定の大型プロジェクトによる仕掛品増が
あったものの、結果として前期比で連結営業損失は拡大した。

(単位:百万円)
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2Q実績 通期実績 通期予想
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2020年3月期 2Q連結業績ハイライト

売上高 営業利益

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

(単位:百万円)

・2018年３月期４Ｑより連結決算に移行。

・今期２Qについても、当初より赤字を見込んでおり、想定された範囲内に収まった。
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業績の四半期別トレンド

• ４Qに売上高及び営業利益が集中する事業特性あり
• 通期では期初の計画通り（レンジ内）となる見通し

(単位:百万円)
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第2四半期 損益計算書（連結・累計）

2019年3月期
2Q累計

2020年3月期
2Q累計

前年
同期比

売上高 1,161 1,331 170

売上原価 814 903 88

売上総利益 346 428 81

販管費 616 740 124

営業損失（△） △ 269 △ 312 △42

営業外収益 0 1 1

営業外費用 3 2 △0

経常損失（△） △ 272 △ 313 △40

特別利益 0 0 △0

特別損失 ― ― ―

税金等調整前

四半期純損失（△） △ 271 △ 312 △40

法人税等 △ 55 △ ０ 54
親会社株主に帰属する

四半期純損失（△） △ 216 △ 307 △91

（参考）受注残高 814 1,514 699

(単位:百万円)



9

第2四半期 貸借対照表（連結）

2019年3月期
期末

2020年3月期
2Q末

前期末
からの増減

資産の部

流動資産 2,524 2,109 △414

有形固定資産 77 81 4

無形固定資産 984 1,096 111

投資その他の資産 86 144 57

資産 合計 3,673 3,432 △241

負債及び純資産の部

流動負債 1,067 1,223 155

固定負債 914 819 △94

負債 合計 1,981 2,042 61

純資産 合計 1,691 1,389 △302

負債及び純資産合計 3,673 3,432 △241

〔主な増減要因〕
買掛金 ＋46百万円
前受金 ＋98百万円
短期借入金 ＋100百万円
長期借入金 △85百万円
未払法人税等 △22百万円
未払消費税等 △64百万円

〔主な増減要因〕
現金及び預金 ＋50百万円
仕掛品 ＋89百万円
原材料・貯蔵品＋50百万円
ソフト資産 ＋117百万円
前払費用 ＋82百万円
投資有価証券 ＋53百万円
売掛金 △694百万円

(単位:百万円)

〔主な増減要因〕
新株予約権行使
資本金 ＋8百万円
資本剰余金 ＋8百万円

四半期純損失計上
利益剰余金 △313百万円
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第2四半期 キャッシュ・フロー計算書（連結）

2019年3月期2Q累計 2020年3月期2Q累計 前年同期比

営業活動によるCF 445 412 △33
税引前四半期純利益 △271 △312 △40

減価償却費 167 214 47

売上債権の増減額 604 694 90

たな卸資産の増減額 △39 △138 △99

その他 △14 △45 △31

投資活動によるCF △ 241 △386 △145
有形固定資産の取得による⽀出 △ 18 △11 7

無形固定資産の取得による⽀出 △ 222 △322 △99

投資有価証券の取得による⽀出 ― △53 △53

財務活動によるCF 160 24 △135
借入れによる収入 300 250 △50

長期借入金の返済による⽀出 △ 168 △235 △66

その他 28 10 △18

現金及び現金同等物の増減額 364 50 △314
現金及び現金同等物の四半期末残高 1,103 999 △103
フリーＣＦ 204 25 △179

(単位:百万円)

• 自社SW開発投資（無形固定資産）増及び、株式投資により投資ＣＦは前年同期比△145百万円となった。
• 前期末売掛金は順調は回収されたが、期間純利益減・たな卸資産の増加等により、営業ＣＦは前年同期
比△33百万円となり、結果フリーＣＦも△179百万円と大きく減少した。
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通期の見通し（連結）３

2020年3月期 2Q業績（連結）1

2020年3月期 上期トピックス2



◆トピックス① PSTNマイグレーション関連分野

• 公衆交換電話網（PSTN）からIP網への移行の過程で、2021年から開始される
通信事業者間IP接続において、引き続き当社製品「NX-B5000」をはじめとする
製品を通信事業者へ複数提案中。

• 大手通信事業者が開始した実証試験（PoC）に当社製品が参画。PoCを通じて得
られたノウハウ等を活かし、商用導入に向けた取り組みを加速。パイプラインは
増加中。

上期トピックス①

12
※ 今後3年間累計で20億円の売上を⾒込む

対象となる通信事業者は22社
（出典：総務省 2018年8月末時点）
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◆トピックス② MNO/MVNO/5G/IoT関連分野

• 住友商事が実施する、ローカル5Gを活用した国内初の屋内外実証実験に、当社も
協⼒事業者として参画。5Gの需要取込みにより事業領域の拡大を図る。

• 大手サービスプロバイダーからの初号案件として、MVNO既存システムの更改⽀
援・ソリューション販売案件を受注。下期に向けた新たな案件作りを強化中。

• 以上のように5G対応しているパートナー製品の販売、プロジェクトマネジメント
業務を実施するなど、顧客の新しいニーズに対応した取扱い製品ポートフォリオ
を拡大・強化しつつ、実際の顧客への導入を進めている。

上期トピックス②

※ 今後3年間累計で20億円の売上を⾒込む
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◆トピックス③ 音声認識＆AIサービス関連分野

• 企業のコンプライアンス強化による通話録音システムのニーズ拡大により受注活
動は好調を維持。豊富なラインナップにより大手生命保険会社をはじめ金融機関
を中心に提案活動を拡げている。

• 音声認識ソリューションについても、企業のコンプライアンス強化・業務効率化
の観点から引き合いが増加。

• コールセンターではオムニチャネル化の動きが進んでおり、実需に基づいた独自
の音声認識マネジメントシステムをAI連携ソリューションとして開発中。

上期トピックス③

※ 今後3年間で15億円の事業創出を⾒込む



15

◆ トピックス④ クラウドサービス関連分野 ~1
• LignApps社により、CPaaS事業を「NA!LE」として展開中

～ 企業の事業基盤への投資コスト削減やワークスタイル変革を⽀援するもの

• 以下の新規サービス、機能追加を拡充中

（１）多要素認証を実現可能なAPIの提供を開始。

※多要素認証：異なる経路と方法で暗証番号やワンタイムパスワードをユーザーに送信し、

リアルタイムに本人を確認することで不正アクセスを防止する仕組み

上期トピックス④~1
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◆ トピックス④ クラウドサービス関連分野 ~2
（２）コールセンターの人員の最適化や機会損失を防ぐことが可能となる新サービス

「あふれ呼クラウド」の提供を開始。

（３）KDDIの法人向け「＋メッセージ」サービスと連携、高信頼RCSの提供を開始。

※RCS：Rich Communication Services

• Telestaxへの出資
プラットフォームの構築によって成長を続けている北米のTelestax社に対し、LignAppsの
資本業務提携先でもある NEC ネッツエスアイ等と共同で出資。
協業関係をより緊密にすることで、今後のシステムの機能向上、企画・開発等の連携強化
やグローバル市場動向の共有等につなげている。

上期トピックス④~2
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2020年3月期 上期トピックス2

通期の見通し（連結）３

2020年3月期 2Q業績（連結）1



今期の⾒通し（連結・レンジ、変更なし）
(単位:百万円)

2019年3月期
（実績）

2020年3月期
（予想）

売上高 3,190 3,500～4,300

営業利益 47 70～190

経常利益 41 65～185

当期純利益 30 40～115
1株当たり

配当金 ３円 未定

※ 2019年5月10日公表の連結業績予想数値から変更はありません

※ 配当予想は通期の業績見通しがより明らかになった段階で公表いたします
18



2019年3月期
（実績）

2020年3月期
（予想）

2021年3月期
（計画）

2022年3月期
（計画）

売上高 3,190 3,500～4,300 3,800～4,600 4,000～5,000

営業利益 47 70～190 190～305 300～500

経常利益 41 65～185 180～295 290～490

当期純利益 30 40～115 100～180 175～295

中期経営計画（レンジ、変更なし）

売上高 営業利益

(単位:百万円)
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ネクストジェン会社概要

社名 株式会社ネクストジェン (Nextgen, Inc.)

設立 2001年11月

資本金 ５億42百万円

従業員数 110名 (連結150名、2019年９月30日現在）

上場区分 東京証券取引所 JASDAQ グロース (証券コード：3842)

本社所在地 東京都港区白金1-27-6 白金高輪ステーションビル6F

役員構成

代表取締役 執行役員 社長 大西 新二

取締役 執行役員 天田 貴之

取締役（社外) 曽我部 敦

取締役（監査等委員・常勤) 渡辺 俊一

取締役（監査等委員・社外) 三村 摂

取締役（監査等委員・社外) 田中 達也

主なグループ

会社

株式会社NextGenビジネスソリューションズ

株式会社 LignApps
20



NextGenビジネスソリューションズ会社概要

社名 株式会社NextGenビジネスソリューションズ

事業内容
・エンタープライズ向け事業

・ソフトウェアIP-PBX、SBC、セキュリティ商品の販売。

・通話録音製品、通信機器をはじめとする電子機器の製造販売。

設立 2018年１月

資本金 30百万円

従業員数 34名（2019年９月30日現在）

本社所在地 東京都港区西新橋3-24-9 飯田ビル2F

役員構成

代表取締役 社長 櫛田栄太郎

取締役 中野 能弘

取締役 安島 淳史

監査役 渡辺 俊一
21



LignApps会社概要

社名 株式会社 LignApps（読み仮名：ラインアップス）

事業内容

・CPaaS事業

・DX(デジタルトランスフォーメーション)事業

・コンサルティング

・アプリ開発

・ジョイントセールス＆マーケティング

設立 2018年８月

資本金 41百万円

本社所在地 東京都港区白金1-27-6 白金高輪ステーションビル6F

役員構成

代表取締役 社長 吾郷 真治

取締役 天田 貴之

取締役 二村 廉太

取締役 野中 昭男

監査役 渡辺 俊一

22
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お問い合せ先

株式会社ネクストジェン 財務戦略室

TEL 03-5793-3230(代)

HP http://www.nextgen.co.jp

【免責事項】

本資料に記載された計画、見通し、戦略等の将来に関する記述は、
現在入手している情報に基づく当社の判断であり、その情報の
正確性を保証するものではありません。

実際の業績は、経営環境の変動などにより、これら見通しと大き
く異なる可能性があることをご承知おきください。

また、本資料に記載されている当社グループ以外の企業などに関
わる情報は、公開情報などから引用したものであり、情報の正確性
などについて保証するものではありません。


